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笠
間
の
夏
の
風
物
詩
「
第
21
回
笠
間
の
ま

つ
り
」
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を

応
援
し
よ
う
と
『
が
ん
ば
れ
東
日
本
！　

上

を
向
い
て
歩
こ
う
！　

笠
間
！
』
を
合
言
葉

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

16
日
夜
、
亀
ヶ
橋
北
公
園
で
行
わ
れ
た
灯

籠
流
し
で
は
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
こ

め
た
灯
籠
約
２
，
０
０
０
個
が
川
面
に
浮
か

べ
ら
れ
、
し
め
や
か
に
先
祖
の
御
霊
を
送
る

と
と
も
に
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲

に
な
っ
た
多
く
の
方
々
へ
の
鎮
魂
の
祈
り
が

さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

20
日
夜
の
「
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
（
ね
ぶ
た
＆

神
輿
）
パ
レ
ー
ド
」
で
は
、
笠
間
ね
ぶ
た
囃

子
愛
好
会
の
お
囃
子
を
先
頭
に
本
場
青
森
の

人
形
ね
ぶ
た
２
基
の
ほ
か
、
市
民
手
作
り
の

創
作
ね
ぶ
た
や
神
輿
が
稲
荷
神
社
周
辺
を
練

り
歩
き
、
笠
間
の
夜
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
内
21
団
体
約
１
，２
０
０
人
の

跳
ね
人
が
「
ラ
ッ
セ
ー
ラ
ー
」
の
威
勢
の

い
い
掛
け
声
と
踊
り
で
、
訪
れ
た
約
３
７
，

０
０
０
人
の
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

〜
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
い
〜

笠
間
の
ま
つ
り
を

開
催

亀
ヶ
橋
北
公
園
で
行
わ
れ
た
灯
籠
流
し

威勢よく掛け声をかけ踊る跳ね人
市民手作りの創作ねぶた
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　市民の皆さんと行政がお互いの情報を交換し合い、交流を図ることを目的として「市長と語ろう！笠間タウントー
キング」を開催します。市民の皆さんの市政に対するご意見・ご要望を、市長をはじめ、市の執行部が直接お聞きす
る事業です。
　笠間地区（第８回～第12回）での開催予定が決定しましたのでお知らせします。市民の皆さんのご参加をお待ちし
ています。なお、市が補助をしている団体や、各課の事業に関係している団体などへは別に開催案内を送付します
が、そのほかに市内で活動している団体への参加呼び掛けにもご協力をお願いします。

気軽にご参加くだ
さい。

■問合せ：秘書課（内線225）

～ 市 政 懇 談 会 ～

市長と語ろう！笠間タウントーキング

※日程・会場等は都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。
※参加申込みの必要はありません。皆さん、気軽にご参加ください。
※開催当日は、時間に限りがあり、すべての方のご意見・ご質問・ご要望などをお受けできない場合がありますので、ご了承
ください。
※市民の皆さんからお寄せいただいたご意見・ご要望など、各開催内容については、市ホームページや「広報かさま」などで
ご紹介させていただきます。

【平成23年度開催予定（笠間地区会場）】（市民・団体向け）
回 開催日時 会場
８ 10月19日（水）午後７時～８時30分 大橋公民館
９ 10月21日（金）午後７時～８時30分 南山内公民館
10 10月25日（火）午後７時～８時30分 稲田大古山集落センター
11 10月28日（金）午後７時～８時30分 福原公民館
12 10月30日（日）午前10時～11時30分 笠間図書館ホール

笠
間
ね
ぶ
た
囃
子
愛
好
会

笠
間
の
神
輿
も
勢
ぞ
ろ
い
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笠間市地域ポイント制度ってナニ？ 地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
の「
社
会
実
験
」を
行
い
ま
す
！

　　　
地域商品と交換
（地域活性）

地域の特産品や公共施設の利用
券など対象商品との交換ができ
ます。

　　　
登録者同士で交換
（会員ポイント）

登録者それぞれの持っているポ
イントを自由に交換できます。
みんなでためれば効率的に貯ま
ります。

　　　
市民の願いを実現する

（公益事業）
みんなの分を合算し一定のポイ
ントがたまったら、希望する事
業が実施できます。

　　　
必要な情報を入手

（メーリングサービス）
会員に登録すると携帯電話やパ
ソコンのメールでポイント情報
などを受け取ることができま
す。

　　　
市民活動団体の支援
（団体支援）

事前に登録した市民団体の事業
を応援するためにポイントを使
うことができます。

　　　
ポイント有効期限
（有効期限）

ポイントの有効期限は、取得日
から２年程度とする予定です。

　このほかアイディアしだいで、いろいろな特典が考えられることから楽しみながら市民活動
に参加することができます。

社会実験の市民モニターになってみませんか？
１　応募資格　　15歳以上の市民の方ならどなたでもご応募できます。
２　募集定員　　150名程度　　※ ICカード（フェリカ）を所有していただきます。
３　内　　容　　①指定された事業のスタッフや参加することでポイント取得・還元、提

案、ニーズ調査を行います。
②情報端末（パソコン・携帯電話）の電子メールを活用した情報提供。
③インターネットを活用してポイント確認など。

４　期　　間　　11月1日（火）～平成24年3月31日（土）予定
５　応募方法　　応募用紙に必要事項を記入し、市民活動課までご提出ください。

※応募用紙は、市民活動課・支所地域課、ホームページなどから入手してください。

６　応募締切　　10月31日（月）
　　　　　　　　 ※ただし、定員になり次第、応募を締め切ります。
７　そ の 他　　ポイント還元は、社会実験のため実際に還元は行いませんが、市民モニ

ターの皆さんには、お礼として地域商品（交換）を差し上げます。

支援
①

特典
①

支援
②

特典
②

支援
③

■ その他の特典！

　地域ポイント制度は、協働のまちづくりを進めるにあたり、市民活動に対して新たな価値を
付加し、流通させることにより、参加機会や新たな人材の掘り起こし、継続的な市民活動への
支援、活動のやりがいや楽しみなどを創出するものです。

■ 行事のスタッフや市民講座などに参加するとポイントがたまる！
　たとえば、市等が行うさまざまな行事のスタッフや市民講座の受講などに参加することで、
ポイントをもらうことができます。
　　
■ ひとつの活動を次の活動につなげる仕組み！
　ためたポイントは、次のようなさまざまな地域支援に使うことができ、ひとつの活動で異なっ
た市民活動・公益事業を支えることが可能となります。

【問合せ】市民活動課（内線135）
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市民憲章運動推進第46回全国大会笠間大会のご案内
皆さんのご参加
お待ちしています。大会趣旨

大会テーマ

開催日時

会　　場

　この大会を通じて市民憲章を再認識してもらい、市民により活動の輪を
広げていくことを目的として笠間大会を開催します。
　笠間大会のテーマは「人」です。ひとつのことを成し遂げようとするとき能力を持った人
が一人で何かをしようとしても、なかなかうまくいきません。さまざまな人、多くの人が協
力して行うことでまちは創られます。人にはそれぞれ違った能力があり、それらを育み、協
力して、みんなで歴史をつくり、未来につないでいきたいというメッセージを発信したいと
思います。
　また、東日本大震災により被災した当市復興の思いを込めた記念大会として、市民みんな
の力を合わせて、本大会を成功させたいと考えています。

「人を育む」 ～ひとが歴史をつくり　未来へつなぐ～
11月５日（土）　12：50～16：40

笠間公民館

市内活動団体展示・全国大会次期開催都市PR展示・笠間市物産展（10：00～）
開　　会 （合気道演武、主催者・来賓あいさつ）（12：50～）
まちづくり事例発表（13：40～）
　　　　コーディネーター：計画哲学研究所　三

み

輪
わ

　真
ま

之
ゆき

　さん
　　　　パネリスト：市内３団体　ビオトープ天神の里を作る会
　　　　　　　　　　　　　　　　笠間ハンドメイドフェアin弁天町「道の市」実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　西茨城100km徒歩の旅実行委員会
記念講演（14：50～）

テーマ『 人を育む ～ひとが歴史をつくり 未来へつなぐ～ 』

講　師：　松平　定知 さん　 フリーアナウンサー
元NHKアナウンサーNHK「モーニング７」「その時歴史が動いた」「世界遺産100シリーズ」

閉　　会（大会宣言、次期開催地「秋田県秋田市」からのあいさつ、次期開催地へのエール）

問合せ　大会事務局・市民活動課（内線135）

まつだいら　　　さだ  とも
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都
市
整
備
事
業

○
岩
間
駅
周
辺
整
備
、
稲
田
駅
前

ト
イ
レ
整
備　

　

平
成
20
年
度
は
こ
れ
ら
の
事
業

な
ど
で
合
計
14
億
９
，
３
２
０
万

円
を
活
用
し
ま
し
た
。

主
な
道
路
整
備
事
業

○
岩
間
八
郷
線
、友
部
池
野
辺
線
、

友
部
１
級
12
号
線
（
平
町
〜
大
古

山
）、
大
渕
飯
田
線

学
校
施
設
等
整
備
事
業

○
岩
間
中
学
校

こ
れ
ま
で
の
合
併
特
例
債
の
使
い
道
と

今
後
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

笠
間
市
で
は
、
合
併
特
例
債
を
笠
間
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
で
市
の

一
体
性
を
高
め
た
り
、
均
衡
あ
る
発
展
や
住
民
福
祉
の
向
上
を
実
現
し
た
り
す

る
た
め
、
特
に
必
要
な
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
旧
市
町
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
や
地
域
の
発
展
に
必
要
な
駅
周

辺
の
整
備
、
小
中
学
校
な
ど
の
耐
震
化
や
児
童
館
の
整
備
な
ど
市
民
の
生
活
に

身
近
な
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
（
予
定
）

ま
で
の
６
年
間
で
道
路
の
整
備
や
学
校
の
耐
震
化
な
ど
に
約
81
億
円
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
合
併
特
例
債
の
主
な
使
い
道
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

合
併
特
例
債
と
は

こ
れ
ま
で
の
使
い
道

　

合
併
特
例
債
と
は
、
合
併
し
た

市
町
村
が
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
新
市
建
設
計
画
に
基
づ

い
て
、
特
に
必
要
な
事
業
の
財
源

と
し
て
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
地
方
債
（
借
入
金
）
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
の
活
用
は
、
合
併

初
年
度
を
含
む
10
ヵ
年
度
（
笠
間

市
で
は
平
成
27
年
度
ま
で
）
に
限

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
活
用
す
る
事
業
費
の
お

よ
そ
95
％
（
充
当
）
ま
で
借
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
借
り
入

れ
た
地
方
債
の
将
来
支
払
う
元
利

償
還
金
の
70
％
が
普
通
交
付
税
に

よ
っ
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
笠
間
市
が
平
成
18
年
３

月
19
日
に
誕
生
し
、
平
成
18
年
度

か
ら
、
旧
市
町
を
結
ぶ
道
路
や
老

朽
化
が
進
ん
で
い
た
小
中
学
校
の

耐
震
補
強
な
ど
の
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

主
な
道
路
整
備
事
業

○
友
部
１
級
12
号
線
（
平
町
〜
大

古
山
）、
大
渕
飯
田
線
、
岩
間

八
郷
線

学
校
施
設
等
整
備
事
業

○
友
部
中
学
校
（
耐
震
補
強
）

　

平
成
18
年
度
は
こ
れ
ら
の
事
業

な
ど
で
合
計
５
億
２
，
０
１
０
万

円
を
活
用
し
ま
し
た
。

主
な
道
路
整
備
事
業

○
上
町
大
沢
線
、
笠
間
小
原
線

都
市
整
備
事
業

○
岩
間
駅
周
辺
整
備

　

平
成
19
年
度
は
こ
れ
ら
の
事
業

な
ど
で
合
計
10
億
６
，
７
７
０
万

円
を
活
用
し
ま
し
た
。

主
な
道
路
整
備
事
業

○
南
友
部
平
町
線
、
友
部
２
級
10

号
線
（
住
吉
〜
湯
崎
）、
友
部
池

野
辺
線

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

都
市
整
備
事
業

○
岩
間
駅
周
辺
整
備

　

平
成
21
年
度
は
こ
れ
ら
の
事
業

な
ど
で
合
計
17
億
９
，
１
１
０
万

円
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

南
友
部
平
町
線
、上
町
大
沢
線
、

来
栖
本
戸
線
な
ど
の
幹
線
道
路
整

備
や
、
岩
間
駅
周
辺
の
整
備
を
進

め
ま
し
た
。
ま
た
笠
間
小
学
校
、

岩
間
第
三
小
学
校
体
育
館
の
耐
震

補
強
が
完
了
し
ま
し
た
。

主
な
道
路
整
備
事
業

○
南
友
部
平
町
線

　
　
　
　

１
億
３
，
３
８
０
万
円

○
来
栖
本
戸
線

　
　
　
　
　
　

３
，
８
２
０
万
円

○
友
部
１
級
５
号
線
（
小
原
）

　
　
　
　
　
　

４
，
２
１
０
万
円

学
校
施
設
等
整
備
事
業

○
岩
間
中
学
校

７
，
３
４
０
万
円

○
笠
間
小
学
校
（
耐
震
補
強
）

　
　
　
　

１
億
２
，
３
２
０
万
円

○
岩
間
第
三
小
学
校
体
育
館
（
耐

震
補
強
）

　
　
　
　
　
　

２
，
７
０
０
万
円

都
市
整
備
事
業

○
岩
間
駅
周
辺
整
備

１
億
９
，
７
７
０
万
円

　

平
成
22
年
度
は
こ
れ
ら
の
事
業

な
ど
で
合
計
８
億
４
，
９
２
０
万

円
を
活
用
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

岩間駅駅舎・自由通路完成イメージ

岩間中学校新校舎



家なか結婚式
自宅で祝うアットホームな結婚式（出張結婚式）

※内容は当社基準とさせていただきます。
※詳しくはお問い合わせください。

・ご家族様の顔あわせや、
　ご親族だけの少人数結婚式を
　自宅で挙げてみませんか？
・料理人が出張して自宅で調理を
・美容師が出張して自宅で着付を

「笠間市民」結婚応援 本格的な大聖堂で外国人牧師による
感動的な結婚式を！

平日59,800 円
土日祭日118,000 円

小さな結婚式

【内容】●教会式●結婚証明書●ブライズルーム
●ウェディングドレス・タキシードレンタル料
●新郎着付料●新婦着付料
●小物●写真（６ツ切/１ポーズ）

神前式・人前式もございます

結
婚
相
談
所

縁
結
び
ご
相
談
賜
り
ま
す
。

　
　
　

 

入
会
金
・
年
会
費
無
料

　
　
　

 

個
人
情
報
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　　　　　笠間市民の皆様へ
・笠間市に感謝をこめてこれからも
　ご愛顧賜ります様お願い申し上げます。

●衣裳何着でも50%OFF
●ご両家にモーニング＆留袖各１着レンタル無料サービス

※当館で結婚式を挙げられる方※笠間市に在住の方
※他のプランとの併用はできません。

ーその他特典をご用意（詳しくはお問合せ下さい）ー

特　典

パークスガーデンプレイス 検索結婚式場パークスガーデンプレイス（旧友部グリーンビュー） 〒309-1717 茨城県笠間市旭町305 ℡0296-78-1122
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今
後
の
使
い
道

　

現
在
ま
で
進
め
て
き
た
幹
線
道

路
の
整
備
や
学
校
の
耐
震
補
強
、

武
道
館
の
整
備
な
ど
へ
の
活
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

笠
間
中
学
校
、
宍
戸
小
学
校
の

耐
震
補
強
や
笠
間
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
道
路
整
備
で
は
、
南
友
部
平

町
線
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の
複
合

施
設
で
あ
る
児
童
館
を
整
備
し
ま

す
。

学
校
施
設
等
整
備
事
業

○
笠
間
中
学
校
（
耐
震
補
強
）

　
　
　
　

１
億
８
，
１
４
０
万
円

○
宍
戸
小
学
校
（
耐
震
補
強
）

　
　
　
　

１
億　
　

７
０
０
万
円

○
笠
間
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

４
億　
　

９
６
０
万
円

主
な
道
路
整
備
事
業

○
南
友
部
平
町
線

　
　
　
　
　
　

９
，
０
５
０
万
円

○
来
栖
本
戸
線

　
　
　
　
　
　

５
，
４
８
０
万
円

○
上
町
大
沢
線

　
　
　
　
　
　

５
，
１
９
０
万
円

福
祉
施
設
整
備
事
業

○
児
童
館

　
　
　
　

１
億
２
，
１
０
０
万
円

　

平
成
23
年
度
は
こ
れ
ら
の
事
業

な
ど
で
約
24
億
円
の
合
併
特
例
債

の
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金

を
設
置
し
、
合
併
特
例
債
終
了
後

の
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
と
均
衡

あ
る
発
展
に
資
す
る
事
業
の
財
源

と
し
て
の
活
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

主
な
道
路
整
備
事
業

○
来
栖
本
戸
線

　
　
　
　

３
億
９
，
２
２
０
万
円

○
南
友
部
平
町
線

　
　
　
　

２
億
６
，
４
４
０
万
円

都
市
整
備
事
業

○
岩
間
駅
東
大
通
り
線（
延
伸
分
）

　
　
　
　

２
億
９
，
１
０
０
万
円

ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
積
立
事
業

○
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
積
立

　
　
　
　

16
億
９
，
１
０
０
万
円

（
平
成
23
年
度
か
ら
積
み
立
て
を

開
始
し
ま
す
）

　

合
併
特
例
債
は
、
合
併
後
10
年

間
の
時
限
的
な
制
度
で
す
。
非
常

に
有
利
な
財
源
で
は
あ
り
ま
す

が
、
借
入
金
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
真
に
必

要
な
も
の
を
厳
選
し
、
有
効
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
　

財
政
課　

内
線
２
１
７

合併特例債活用事業
道路整備事業 （単位：百万円)

事業名 事業年度 事業費 借入（予定)額
大渕飯田線 H18～H22 587.9 289.9 
友部池野辺線 H18～H22 550.7 268.9 
友部1級12号線(平町～大古山） H18～H21 919.7 424.3 
友部2級10号線（住吉～湯崎） H18～H22 524.3 251.8 
岩間八郷線 H18～H21 521.3 273.8 
南友部平町線 H18～H27 1,250.0 787.1 
来栖本戸線 H19～H26 1,200.0 558.2 
その他の道路整備 3,208.2 1,510.5 
小計 8,762.1 4,364.5
都市整備事業 （単位：百万円)

事業名 事業年度 事業費 借入（予定)額
岩間駅周辺整備 H18～H23 2,899.4 1644.9 
岩間駅東大通り線 H21～H27 830.0 354.8 
その他の都市整備 240.1 130.8 
小計 3,969.5 2,130.5 

林道整備事業 （単位：百万円)
事業名 事業年度 事業費 借入（予定)額

林道本戸前山線 H20～H21 51.8 24.5 
学校等整備事業 （単位：百万円)

事業名 事業年度 事業費 借入（予定)額
友部中学校 H18～H19 805.5 589.0 
岩間中学校 H20～H22 1,391.7 793.8 
笠間中学校 H22～H23 302.9 191.8 
笠間学校給食センター H23～H24 779.6 672.3 
その他の学校等整備 916.3 558.2 
小計 4,196.0 2,805.1 
その他 （単位：百万円)

事業名 事業年度 事業費 借入（予定)額
児童館 H22～H23 169.1 123.4 
まちづくり振興基金積立 H23～H26 1,780.0 1,691.0 
児童クラブ、庁舎整備等 317.8 191.3 
小計 2,266.9 2,005.7 
合計 19,246.3 11,330.3 

○合併特例債起債可能上限額　約322億円  
　　合併特例債借入（予定)額　約113億円
　　（現在予定している借入の総額です。起債可能上限額の約35％となります）

※笠間市では，約321億円の合併特例債の活用が可能ですが，合併協議会において，これをすべて活用するのではなく，道路や学校の耐震
化などの真に必要なものに活用するとしており，今後もこの方針を基本に，財政状況等と照らし合わせながら活用する予定です。

○まちづくり振興基金への積立上限額　約26億7千万円
　　まちづくり振興基金への積立予定額　約17億8千万円
　　　　　　　　　　　（積立上限額の約67％）
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■■■医療福祉制度（マル福）をご存知ですか■■■
　医療福祉制度（マル福）とは、医療保険各法の規定による患者負担分を公費で助成することにより受診を容
易にし、併せて健康の保持と生活の安定を図ることを目的としている茨城県の制度です。（所得制限あり）
　この制度では小児マル福の対象年齢が小学校３年生までとなりますが、笠間市では単独事業として４年生
から６年生までの児童も対象としています。
　なお、この制度を利用するには申請手続きが必要となります。 

　予防接種法に基づき、下記に該当する方でインフルエンザ予防接種を希望される方に接種費用の一部を公費負担
します。希望される方は実施期間内に接種をしてください。
◆接 種 期 間　10月14日～12月28日
◆接種対象者　・65歳以上の方
　　　　　　　・60～64歳で心臓、じん臓、呼吸器のいずれかに重い病気のある方（身体障害者1級程度）
◆接種費用　接種費用のうち2,000円を補助します。（1回のみ）
　　　　　　　＊生活保護世帯の方は無料（全額公費負担）
◆接種場所　市内および県内協力医療機関

（※）妊産婦マル福が利用できるのは原則、産婦人科医療機関のみになります。妊娠に合併した疾病で、他診療科等の検査・診断・治
　　　療を要する場合は、原則として産婦人科医療機関から紹介がある場合が対象となります。
【申請・問合せ】保険年金課（内線143）　笠間支所市民窓口課（内線72124）　岩間支所市民窓口課（内線73183）

【問合せ先】　健康増進課（内線592）　　　　　　　　 友部保健センター　℡0296-77-9145
　　　　　　笠間保健センター　℡0296-72-7711　　岩間保健センター　℡0299-45-7888

マル福の種類 対象者 申請に必要なもの
助成額

県補助対象助成額 市単独助成額

小 　 児 小学校６年生までの小
児

保険証、印鑑、銀行の通
帳またはカード

一部自己負担金から医療福
祉費自己負担金を除いた額

※医療福祉費自己負担金とは
１医療機関ごとに
　・外来１日600円　
　（１ヶ月２日限度）
　・入院１日300円
　（1ヶ月10日限度）

医療福祉費自己負担金
（外来・入院）
入院時食事負担金妊 産 婦（ ※ ） 母子手帳を交付されて

いる妊産婦
母子手帳、保険証、印鑑、
銀行の通帳またはカード

母 子 ・ 父 子 母子家庭・父子家庭
保険証、印鑑、戸籍謄
本、銀行の通帳または
カード

医療福祉費自己負担金
（外来・入院）
入院時食事負担金の1/2

重 度 障 害 者

身体障害者手帳１・２
級および内部障害３級
の方

障害を証するもの（身体
障害者手帳、療育手帳、
障害年金証書）、保険
証、印鑑、銀行の通帳ま
たはカード

一部自己負担金 入院時食事負担金の1/2療育手帳Ⓐ、Ａ判定の
方
障害年金１級受給者

高齢者インフルエンザ予防接種について

対象者
予防接種の方法・手順

市内の医療機関で接種する場合 市外の医療機関で接種する場合

65歳以上の方および
60～64歳で心臓、じん
臓、呼吸器のいずれか
の機能に障害があり、
身体障害者1級程度の方

①健康保険証を持参し接種してくださ
い。（予診票は医療機関にあります。）
②接種費用から2,000円を差し引いた
金額が自己負担になります。

①保健センターに「予診票」を申請し
てください。
②「予診票」と健康保険証を持参し接
種してください。
③接種費用から2,000円を差し引いた
金額が自己負担になります。

上記対象者で生活保護
世帯の方

①「生活保護受給証明書」を持参し接
種してください。
②接種費用は無料です。

①「生活保護受給証明書」と「予診票」
を持参し接種してください。
②接種費用は無料です。
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　東日本大震災により住宅や家財などに損害を受けられた方は、所得税の軽
減または免除を受けることができる場合があります。また、市県民税におい
ても所得税と同様の軽減措置が講じられています。
　これらの軽減措置を受けるため、水戸税務署による説明会を、次の日程で
開催しますのでぜひ、ご参加ください。

※震災特例法の施行により、平成22年分または平成23年分のいずれかの年分を選択して、軽減等の措置を
受けることができます。

　平成24年2月からの笠間市各会場での申告相談については、大変な混雑が予想されるため、
事前に雑損控除の計算を済ませていただくなどご協力をお願いすることになります。
　この機会に、説明会へ積極的にご参加ください。

※会場の収容可能人員の都合上、地区を割り振りましたが、都合の悪い場合は、他の対象地域の説明会に
ご参加ください。

【問合せ】　笠間市総務部税務課 　℡ 0296－77－1101（内線112・113）
　　　　　　　 　℡ 0299－37－6611（岩間地域の方）
　　　　　　水戸税務署個人課税部門 　℡ 029－231－4211
　　　　　　　（自動音声案内で「２」をお選びください。）

雑損控除等説明会を開催します
～東日本大震災により被害を受けられた方へ～

開催日 開催時間 開催場所 対象地域

10月12日（水） 10：00～12：00 友部公民館　大ホール 友部地域にお住まいの方

10月12日（水） 13：30～15：30 友部公民館　大ホール 友部地域にお住まいの方

10月13日（木） 10：00～12：00 岩間支所　２階　会議室
（市民センターいわま） 岩間地域にお住まいの方

10月13日（木） 13：30～15：30 岩間支所　２階　会議室
（市民センターいわま） 岩間地域にお住まいの方

10月14日（金） 10：00～12：00 笠間公民館　大ホール 笠間地域にお住まいの方

10月14日（金） 13：30～15：30 笠間公民館　大ホール 店舗・貸付不動産に被害が
あった方
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ご存知ですか！
認知症！！ －9月は認知症を知る月間です－

　茨城県では、認知症に対する正しい理解の普及・啓発を行うため、9月を『認知症を知る月間』とし
ています。
　認知症は、何らかの原因で脳に障害がおき機能が低下することで、物忘れや判断能力の低下など日
常生活に支障をきたします。いつ自分や家族が認知症になるか分かりません。
　市では、認知症の方や家族が、安心して暮らせる街づくりのひとつとして次のようなことに取り組
んでいます。

認知症どう支えますか？
－認知症の正しい知識と理解―

日　時：10月1日（土）
　　　　午後2時～3時30分（午後1:30から受付）
場　所：友部公民館3階　大ホール
講　師：六角僚子さん【NPO認知症ケア研究所 代表】
料　金：無料
＊お申し込みは不要です。直接お越しください。

【つどい】
　認知症の方の介護者同士がお互い話し合い、耳を
傾けあう場です。
つくば：日時　毎月第1金曜日　午後1～３時
　　　　場所　つくば市大穂庁舎
　　　　　　　　（つくば市筑穂1－10－4）
水　戸：日時　毎月第2金曜日　午後1～３時
　　　　場所　茨城県水戸市合同庁舎内会議室
　　　　　　　　（水戸市柵町1－3－1）

　民生委員や在宅ボランティアなど、地域で活動
されている方を対象に、養成講座を開催し、これま
でに351名の認知症サポーターを養成しました。
　今後も認知症サポーター養成を実施します。グ
ループ単位（20名前後）で受け付けしています
ので、お気軽にお問い合わせください。

　笠間市には、介護をする家族が孤立しないよう
に笠間市在宅介護者の会があります。詳しくは社
会福祉協議会各支所にお問い合わせください。

認知症の方を
介護する方のために……
笠間市在宅介護者の会

認知症の人と家族の会は、1980年に介護者同士の交流活動や認知症の方や家族の援助と福祉の向上を目
的に結成され、全国に約１万人の会員がいます。茨城県支部では、主に「つどい」や電話相談などの活動
を行っています。

7～8月にかけて認知症の標語を募集しました。
入賞作品は、10月1日の講演会時に表彰します。

【電話相談】
　介護の悩みなど電話相談を実施しています。
月～金曜日：正午～午後4時　
℡　029－879－0808、029－879－0018
※「認知症の人と家族の会」の世話人が対応します

①講演会の開催 ②標語の募集

③認知症サポーター
　養成講座の開催

認知症を
知るために

認知症を
考えよう

認知症の方や
家族を支えよう

【問合せ】
　笠間市地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　℡　0296－78－5871

【問合せ】
　公益社団法人　認知症の人と家族の会　茨城県支部
　℡　029－879－0808

【問合せ】
　社会福祉協議会（友部支所）℡　0296－77－0730
　　　　　　　　（笠間支所）℡　0296－73－0084
　　　　　　　　（岩間支所）℡　0299－45－7889

◆笠間市在宅介護者の会の取組み

公益社団法人　認知症の人と家族の会　茨城県支部では…

ろっかくりょうこ
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　国民年金の第一号被保険者・任意加入被保険者が定額保険料に付加保険料をプラスして納付する
と、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。

たとえば付加保険料を10年間納付したとすると…
●付加保険料の納付総額は48,000円になります。
　400円×120月（10年）＝48,000円
●付加年金の受給額は24,000円（年額）になります。
　200円×120月（10年）＝24,000円
　　　　　　　　　
　
付加年金を2年間受給すると
納付した付加保険料総額と同額になります。

毎年、老齢基礎年金に
付加年金24,000円が上乗せされます。

※毎年、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。
※付加年金は、老齢基礎年金と合わせて受給できる
終身年金です。
※付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減
額）はありません。
※国民年金基金に加入の方は、付加年金に加入する
ことができません。
※付加保険料は、納付期限を過ぎると納付できませ
ん。納付期限は翌月末です。

【問合せ・申込み】保険年金課（内線141）　笠間支所市民窓口課（内線72124）　岩間支所市民窓口課（内線73182）

定額保険料
15,020円（平成23年度） ＋ 付加保険料

400円

《付加年金は任意加入です》

●付加保険料は、月額400円です。

●付加年金の受給額（年額）は、
　『200円×付加保険料を納付した月数』
　です。

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

秋
の
行
政
相
談
週
間
10
月
17
日
（
月
）
〜

23
日
（
日
）
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

市
で
は
「
特
設
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。

　

例
え
ば
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
「
困
り

ご
と
が
あ
る
が
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
」「
わ
か
り
づ
ら
い
道
路
案
内

標
識
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
困
っ
て

い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
民
間
の
有
識
者
で
、
国
や
県
、
市
、

な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
対
す
る
意
見
・

要
望
な
ど
を
住
民
か
ら
受
け
、
助
言
や
関
係

行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
を
行
い
、
問
題
解

決
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

《
特
設
行
政
相
談
所
》

日
　
時　

10
月
26
日
（
水
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所　

笠
間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ポ
レ
ポ
レ
シ
テ
ィ
１
階
セ
ン
ト

ラ
ル
コ
ー
ト

《
行
政
相
談
委
員
》

　

磯　
　

靖
子
（
稲　

田
）

　

柴
田　

良
子
（
大
田
町
）

　

茂
呂　
　

裕
（
下　

郷
）

※
予
約
申
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
特
設
日
以
外
で

も
、
毎
月
第
４
水
曜
日
に
友
部
公
民
館
１

階
相
談
室
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

秘
書
課　
（
内
線
２
２
５
）

国民年金の「付加年金」制度ご 存 知 で す か ？

基礎年金の
受給総額老齢基礎年金

付加年金＋ =

い
そ　
　
　
　

や
す
こ

し
ば 

た　
　

り
ょ
う
こ

も　

ろ　
　
　
　

ゆ
た
か
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高
齢
者
向
け
悪
質
商
法・

振
り
込
め
詐
欺

被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
県
警
察
本
部
、
市
町
村
で
は
、
高
齢
者

の
悪
質
商
法
被
害
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
振
り
込
め

詐
欺
へ
の
注
意
喚
起
も
含
め
て
、
９
月
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
と
し
て
、

お
互
い
に
連
携
し
て
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
た
被
害
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
笠

間
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
例
１

　

実
家
の
両
親
宅
に
業
者
が
訪

れ
、「
地
震
で
瓦
が
落
ち
て
い
る

の
で
修
理
が
必
要
だ
。
す
ぐ
に
屋

根
の
修
理
工
事
を
し
た
ほ
う
が
よ

い
」
と
勧
誘
し
、
両
親
は
、
契
約

し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　

震
災
に
便
乗
し
た
商
法
で
は
な

い
か
と
不
審
に
思
う
。

【
対
応
】

　

す
ぐ
に
契
約
を
せ
ず
、
複
数
の

業
者
か
ら
見
積
り
を
と
る
な
ど
落

ち
着
い
て
検
討
し
て
か
ら
契
約
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
場
で
し
つ
こ
く
契
約
を
迫

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
警
察
や
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
ま
し
ょ

う
。

事
例
２

　

市
役
所
の
職
員
を
名
乗
り
、「
義

援
金
を
送
る
活
動
を
し
て
い
る
。

支
払
い
方
法
は
振
込
で
す
。」
と

い
う
電
話
が
あ
っ
た
。
信
用
で
き

る
か
。

【
対
応
】

　

公
的
な
機
関
が
一
般
家
庭
に
対

し
て
、
個
別
に
電
話
や
訪
問
等
に

よ
っ
て
義
援
金
の
振
込
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

す
ぐ
に
振
り
込
ん
だ
り
せ
ず

に
、
市
役
所
に
確
認
す
る
か
、
警

察
に
通
報
・
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
３

　

古
物
商
を
名
乗
る
業
者
か
ら

「
被
災
地
の
医
療
器
具
に
使
う
金
・

銀
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
ネ
ッ

ク
レ
ス
な
ど
の
貴
金
属
類
を
買
い

取
り
た
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

業
者
名
や
古
物
商
の
許
可
番
号
等

を
聞
い
た
ら
渋
々
答
え
た
が
、
本

当
に
医
療
用
に
使
わ
れ
る
か
も
分

か
ら
ず
、
不
審
で
あ
る
。

【
対
応
】

　

相
手
に
売
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

後
日
解
約
の
連
絡
を
し
て
も
、
現

物
が
戻
る
可
能
性
は
低
い
で
す
。

　

断
る
時
は
、
最
初
か
ら
は
っ
き

り
と
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
場

で
し
つ
こ
く
売
買
を
迫
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ

う
。

事
例
４

　

震
災
後
、「
あ
な
た
の
居
住
地

で
の
放
射
線
量
の
数
値
が
上
が
っ

て
い
る
」
な
ど
の
内
容
の
メ
ー
ル

が
来
て
、「
除
去
す
る
方
法
は
こ

ち
ら
か
ら
」
と
い
っ
た
文
言
を
ク

リ
ッ
ク
し
た
ら
、
出
会
い
系
サ
イ

ト
の
登
録
画
面
に
つ
な
が
っ
た
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

【
対
応
】

　

何
も
せ
ず
に
、
一
度
電
源
を

切
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
料

金
請
求
の
画
面
や
メ
ー
ル
が
届
い

た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
安
易
に
自
分
で

解
約
し
よ
う
と
思
い
、
住
所
や
名

前
な
ど
を
入
力
す
る
の
は
危
険
で

す
。

事
例
５

　

有
名
な
お
寺
の
永
代
供
養
に
関

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
自
宅
に

届
い
た
。
そ
の
後
業
者
か
ら
電

話
が
あ
り
、「
永
代
供
養
の
権
利

を
５
０
０
万
円
で
買
わ
な
い
か
。

も
っ
と
高
値
で
買
い
取
っ
て
く
れ

る
人
が
い
る
」
と
勧
め
ら
れ
た
。

「
買
え
る
金
額
で
は
な
い
」と
断
っ

た
が
「
震
災
で
墓
地
を
失
っ
た
人

が
多
く
い
る
の
で
１
、０
０
０
万

円
で
も
買
い
た
い
人
が
い
る
。

１
０
０
万
円
払
っ
て
予
約
し
て
く

れ
れ
ば
、
あ
と
の
４
０
０
万
円
は

自
分
が
工
面
す
る
」
と
し
つ
こ
く

言
わ
れ
、
申
込
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス

し
た
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
、
後

日
電
話
で
断
っ
た
ら
「
買
わ
な
い

な
ら
訴
訟
す
る
」
と
迫
ら
れ
結
局

１
０
０
万
円
を
振
り
込
ん
で
し

ま
っ
た
。

【
対
応
】

　

形
を
変
え
た
劇
場
型
の
勧
誘
手

口
で
す
。
以
前
は
、未
公
開
株
や
、

権
利
譲
渡
と
い
う
よ
う
な
内
容
で

し
た
。

　

断
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
も
し
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た

り
、
代
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た

り
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
、
警
察

や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
時
間
が
経
つ
と
相
手

と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
手
口
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

※
笠
間
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
れ
ら
の
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
出
前
講
座
（
無

料
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
地

区
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】

笠
間
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
民
活
動
課
内
）

相
談
専
用
電
話

　

０
２
９
６
―
７
７
―
１
３
１
３



創業300年の歴史ある
畳屋で修業してきました

すべて国産品!!
変わった表も多数
取り揃えております。

笠間市小原1216 TEL.0296-77-7845

見 積 り 無 料

H22年１月
オープン!!畳工房ニタイラ

・畳表替え………
・襖張替え………
・障子張替え（大）
・アミ戸張替え（大）

3,900円～
2,800円～
1,780円～
2,100円～

障子を張り替えるだけで
お部屋が明るくなります！！
手軽にスッキリ明るく！！

笠間商品券使えます
10%OFF障子

張り替え

地
域
と
の
さ
ら
な
る
交
流
を
目
指
し
ま
す

笠
間
高
校
の
文
化
祭（
か
し
わ
祭
）と
同
時
開
催

な
に
も
な
か
っ
た
町
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

つ
く
る
・
は
じ
ま
る
・
弁
天
町
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毎
年
６
月
初
旬
、「
道
が
交
通
の
場
か
ら

交
流
の
場
に
な
る
こ
と
」
を
目
指
し
、
弁
天

町
駅
前
通
り
を
会
場
に
行
わ
れ
て
き
た
「
道

の
市
笠
間
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ア
in
弁
天

町
」
が
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、

今
年
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
道
の
市
の
実
行
委
員
会
で
話
し

合
い
を
進
め
て
い
く
中
で
、
ま
ち
な
か
美
術

展
「
弁
天
町
な
に
も
な
い
町
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
開
催
し
た
弁
天
町
ホ
ー
プ
ク
ラ

ブ
の
結
成
当
時
の
原
点
に
戻
り
、
秋
に
実
験

的
な
イ
ベ
ン
ト
「
つ
く
る
・
は
じ
ま
る
・
弁

天
町
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
楽
し
く
作
っ
た
手
芸

や
工
作
、
誰
か
に
見
て
欲
し
い
絵
、
仕
事
の

中
で
つ
い
作
っ
て
し
ま
っ
た
妙
な
物
な
ど
、

プ
ロ
ア
マ
問
わ
な
い
自
由
な
作
品
の
発
表
の

場
で
す
。
つ
く
る
こ
と
が
人
と
人
と
の
交
流

の
場
と
な
る
よ
う
な
企
画
で
、
笠
間
高
校
の

文
化
祭
（
か
し
わ
祭
）
と
同
時
開
催
す
る
こ

と
で
地
域
と
の
さ
ら
な
る
交
流
が
期
待
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
出
展
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。（
飲
食
店
舗
出
店
不
可
）

 

旭
団
地
区
で
は
、
こ
の
度
、
地
域
の
交
流
と

活
性
化
を
図
る
た
め
に
、（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

て
、文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
備
品
（
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
吹
き
矢
、
卓
球
台
、
カ
ラ
オ

ケ
、そ
ば
打
ち
セ
ッ
ト
等
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
お
よ
び
広
報
を

目
的
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

施
設
や
備
品
を
整
備
す
る
た
め
に
助
成
を
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
を
利
用
し
た
い
団
体
（
区
・
自
治

会
）
は
、
市
民
活
動
課
（
内
線
１
３
４
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
前
９
時
〜
日
没
ま
で

雨
天
決
行

◆
会
　
　
場

笠
間
市
商
工
会
館
周
辺
〜
笠
間
高
等
学
校

方
面
へ
の
道
路
、
空
き
地
お
よ
び
店
舗

◆
参 

加 

費

無
料
（
但
し
開
催
運
営
費
と
し
て
売
り
上

げ
の
１
割
）

◆
申
込
期
限

９
月
30
日
（
金
）

◆
主
　
　
催

つ
く
る・は
じ
ま
る・
弁
天
町
実
行
委
員
会

◆
問
合
せ

〒 

３
０
９
―
１
６
１
１

笠
間
市
笠
間
１
７
５
６
―
２

さ
く
ら
ガ
ス
（
株
）
内
担
当　

藤
枝

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
９
６
―
７
２
―
０
１
１
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
９
６
―
７
２
―
６
６
１
９

　

E

‐M
ail　

 info@
m
ichino1

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
性
化
の
た
め
に

―
宝
く
じ
助
成
事
業
で
備
品
を
整
備
―

購入したグランドゴルフセット
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ビオトープ天神の里
オオムラサキ観察会

十六夜まつり 「子育てを楽しむ～絵本を通じて～」
が開催されました

　ビオトープ天神の里で、ビオトープ天神の里
を作る会と市環境保全課主催のオオムラサキの
観察会が行われ、20名以上が参加しました。
　オオムラサキは日本中に生息している蝶で、蝶
の中でも最も大きく、美しい羽の模様が特徴です。
　ビオトープ天神の里ではオオムラサキの保護
と観察を目的として、オオムラサキの家を昨年
建設し、今年は初めての観察会となりました。
　今回は卵から幼虫、さなぎ、成虫とつづく成
長の過程を一日で観察することができ、参加者
は熱心に観察し、感嘆の声を上げていました。

 ８月20日、第２回男女共同参画講座として友部
図書館２階の視聴覚室で行われたこの催しは、
男女共同参画の意識啓発を行う事業として毎年、
テーマを変えて開催しているもので企画運営は
６人の女性が担当しました。
　当日は、絵本の読み聞かせサークル「アンブ」
による実演や前つくばみらい市立図書館長の菊

きく

地
ち

邦
くに

夫
お

さんの講演が行われました。参加者は、
耳で聞きながら目で絵を見るという絵本の特性
を生かして、子どもの思いやりの心や好奇心、
発見する力を育てることができるという絵本の
魅力を熱心に学んでいました。

　８月13日・14日、陶の小径（下市毛）で陶の
小径商店会主催の十六夜まつりが開催され、通
りは約1,000本の陶の筒灯りで彩られました。
　９回目を迎える今年は、キャンドルアーティ
ストの宮

みや

崎
ざき

悦
えつ

子
こ

さんを招きワークショップを開
催したほか、アコーステックライブやろくろ体
験、水ヨーヨー釣り、目の前で焼く窯焼きピザ
など多彩な出し物が用意され、会場は多くの人
でにぎわいました。

跳ね人として笠間のまつりに参加しました

筒灯りに照らされた会場 アンブによる読み聞かせの様子

オオムラサキの家と参加者の皆さん

上を向いて遊ぼう！プロジェクト
　このプロジェクトは、放射能汚染により、外
で自由に遊べなくなってしまった「福島の子ど
もたちのためにできること」を目的に、市内の
ＮＰＯ法人や商店会など14団体により発足しま
した。
　今回は夏の思い出をつくってもらおうと、８
月20・21日に、福島県南相馬市の親子、９組22
人を招待し、笠間焼などの体験や笠間のまつり
に参加しました。
　１泊２日の間でしたが、参加した子どもたち
は笠間での夏休みを満喫しました。
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馬術の全国大会で７位に入賞！朗読劇「遺されしものの想い」

ミュージカル
「セロ弾きのゴーシュ」を観劇

「人権の花」を市に寄贈 

　８月４日～７日まで山梨県馬術競技場で開催
された全日本ジュニア障害馬術大会チルドレン
ライダー選手権（10～16歳の部）で、南小学校
６年の大沢暁

あか

音
ね

さんが見事７位に入賞しました。
　障害馬術は、１周390メートルのコースに設
けられた12の障害を飛び越えながら、タイムを
競う競技です。
　109人馬中60位で予選を通過した大沢さんは
決勝戦で持てる力を存分に発揮、巧みな飛越で
一度もバーを落とすことなく、７位入賞を果た
しました。
　馬術歴1年２か月の大沢さんの将来の夢は、オ
リンピック出場。今後の活躍が期待されます。

　８月21日、友部公民館で、まゆみ朗読会によ
る朗読劇「遺されしものの想い」が上演されま
した。
　第二次世界大戦末期、原子爆弾によって命を
奪われた子どもたちの母親の手記をもとに構成
したもので、ひき裂かれた親子の情を通して戦
争の愚かさと平和の大切さを訴えかけました。

　７月29日、箱田小・宍戸小・友部小・大原小
の各児童クラブの親子326名が、笠間公民館大
ホールでわらび座のミュージカル「セロ弾きの
ゴーシュ」を観劇しました。
　この催しは、笠間市ファミリーサポートセン
ターが会員同士
の交流を目的に
開催したもので、
子どもたちは目
の前で展開され
る迫真の演技を
食い入るように
見ていました。

　８月１日、友部第二小学校（山口正俊校長）
の４年生代表６名が校長先生、担当教諭や地元
の人権擁護委員とともに市役所を訪れ、丹精込
めて育ててきたマリーゴールドとサルビアのプ
ランター計10鉢を市に寄贈しました。プランター
は市役所の玄関前に飾られ、きれいな花を咲か
せています。
　「人権の花運動」は、法務省が全国の人権擁護
委員と連携し、小学生を対象とした人権思想の
啓発活動の一環として実施されているものです。

友部第二小学校関係者の皆さんと山口市長子どもも飛び入りで参加し、太鼓をたたきました

ライディングステーブルかさま（下市毛）での練習風景

当時の写真も交えて上演されました



中古セニアカー
格安販売

笠間市鯉淵6526-47　県立中央病院向い
TEL 0296-73-5707

電動車いすのまるやま

入試説明会 ［受　付］１０：００～
［説明会］１０：３０～ 専願入試説明会［受　付］１０：００～［説明会］１０：３０～

１日体験入学［受　付］９：００～
［体　験］９：３０～ 個別相談会 １０：００～１５：００

児童募集［第１学年/３５名・２学年/３５名（予定）］

第１回９/３㈯　第２回９/17㈯　第３回９/24㈯
第４回10/9㈰　第５回10/15㈯　第６回12/17㈯

日時　９月２５日（日）
内容　１．入試ワンポイントレッスン　２．体験授業

第１回 10/1㈯　第２回10/22㈯　第３回10/29㈯
　　　　　　※専願入試受験希望者対象

毎週月曜日・水曜日
説明会・相談会や入試に関して何でもお気軽にご相談ください

問い合わせ先　　茨城県水戸市千波町2369-1　　ｔｅｌ　029-243-7804
[URL]http://www.mito-eiko-es.ed.jp　 [E-mail] ito-eiko-es.ed.jp

「挑戦からはじまる人間形成」東大・医歯薬・難関大学を目指す進学重視型教育

水戸英宏小学校緑丘
学園

学校法人

２０１２年４月　水戸市に開校予定［　　］認可
申請中

（
仮
称
）
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市 民 憲 章 わたしたち笠間市民のねがい　～笠間市民憲章～

　笠間市は、豊かな自然に恵まれ、先人
たちが育んできた歴史や文化の薫るまち
です。わたしたちは、このふるさとを愛
し、市民相互の交流につとめ、「住みよ
いまち　訪れてよいまち　笠間」をめざ
します。

自然を愛し、美しくゆめのあるまちにしよう
健康で働き、元気でいきがいのあるまちにしよう
歴史と文化を大切にし、豊かでうるおいのあるまちにしよう
思いやりの心を育て、明るいほほえみのあるまちにしよう
きまりを守り、安心でやすらぎのあるまちにしよう

平成19年１月１日制定

　笠間市では、６月１日から公共施設の節電目標を20％とし、エアコンの設定温度を高めに設定した
り照明を間引きして本数を減らしたりするなど節電対策に取り組んでいます。
　その結果、下のグラフのとおり、６月と７月は昨年同月の電気使用量に比べ20％以上の節電を達成
することができました。引き続き、率先して市内50箇所の公共施設（市役所庁舎、学校、図書館、公
民館等）でより一層の節電対策に取り組んでいきますので、市民の皆さんのご理解とご協力をお願い
します。
　　 家庭・事業所での15％の節電にご協力をお願いします！

【平成23年６月】
　昨年同月の使用電力量560,449kwhに
対し、441,976kwhとなっており、21.1％
の節電となっています。
【平成23年７月】
　昨年同月の使用電力量740,348kwhに
対し、519,933kwhとなっており、29.8％
の節電となっています。
※６月は、５月17日から６月16日までの
１か月、７月も同様です。

笠間市役所の節電対策取組状況を公表します

笠間駅笠間図書館市民センターいわま
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市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
た
ち
は
平
成
22
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
茨
城
県
初
の
地
域
自
殺

予
防
介
入
モ
デ
ル
事
業
「
笠
間
を
元

気
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」

事
務
局
で
す
。
今
月
か
ら
『
こ
こ
ろ

の
健
康
コ
ラ
ム
』
の
連
載
を
は
じ
め

ま
す
。

　

第
１
回
目
は
、
震
災
後
の
心
の
ケ

ア
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
か
ら
半
年
が
た
ち
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
災
害

に
あ
う
と
、
心
に
特
有
の
反
応
が
お

こ
り
ま
す
。
は
じ
め
に
、
す
ぐ
避
難

す
る
よ
う
脳
が
信
号
を
送
り
、
恐
怖

や
興
奮
が
出
現
し
ま
す
。
ま
た
仲
間

と
逃
げ
る
た
め
助
け
合
い
の
気
持
ち

が
生
じ
ま
す
。
次
に
、
今
後
の
危
機

を
予
測
す
る
た
め
に
不
安
や
怒
り
が

生
じ
ま
す
。
そ
の
後
、
少
し
ふ
さ
い

だ
気
持
ち
を
経
て
、
最
後
に
、
も
う

安
心
、
と
納
得
し
、
落
ち
着
い
た
状

態
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
心
の
不
調
は
大
災
害

の
あ
と
誰
に
で
も
お
こ
る
正
常
な
も

の
で
、
ふ
つ
う
は
数
か
月
で
元
に
戻

り
ま
す
。
し
か
し
今
回
は
災
害
が
ま

だ
完
全
に
終
息
し
て
お
ら
ず
、
余

震
、
節
電
、
放
射
能
、
経
済
問
題
な

ど
生
活
上
の
心
配
事
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
「
い
つ
も

地
震
で
揺
れ
て
い
る
気
が
す
る
」
と

い
う
過
敏
反
応
、
「
い
つ
問
題
が
解

決
す
る
の
か
」
と
い
う
怒
り
、
「
な

ぜ
自
分
は
き
ち
ん
と
対
応
で
き
な

か
っ
た
の
か
」
と
い
う
自
分
を
責
め

る
気
持
ち
な
ど
か
ら
、
心
の
不
調
が

続
き
、
人
に
よ
っ
て
は
、
不
安
・
不

眠
状
態
や
、
う
つ
状
態
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

心
の
不
調
に
対
し
て
は
、
仲
間
と

つ
ら
か
っ
た
体
験
を
話
す
、
ス
ト
レ

ス
を
自
覚
し
て
積
極
的
に
発
散
す
る

（
た
と
え
ば
お
祭
り
に
参
加
す
る
な

ど
）
、
親
し
い
人
と
一
緒
に
い
る
、

十
分
な
休
養
を
と
る
な
ど
の
ケ
ア
が

有
効
で
す
。
そ
れ
で
も
不
安
や
う
つ

状
態
が
続
く
場
合
は
、
精
神
科
受
診

や
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
を
お

勧
め
し
ま
す
。　
　

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
開
院
を

延
期
し
て
い
た
「
茨
城
県
立
こ
こ
ろ
の
医

療
セ
ン
タ
ー
」
（
旧
県
立
友
部
病
院
）
の

新
病
院
が
、
平
成
23
年
10
月
１
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。（
外
来
診
察
は
10
月
3
日
か

ら
）

　

県
内
唯
一
の
公
立
精
神
科
病
院
と
し

て
、
急
増
す
る
う
つ
病
の
治
療
を
は
じ

め
、
児
童
・
思
春
期
医
療
や
薬
物
関
連
治

療
な
ど
に
的
確
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
外

来
診
療
・
入
院
治
療
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
新
病
院
に
は
、
本
県
初
と
な
る

医
療
観
察
法
病
棟
を
設
置
す
る
ほ
か
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
検
査
機
器
を
拡
充
整

備
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
よ

り
高
度
で
安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供
で

き
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

笠
間
市
旭
町
６
５
４

　

茨
城
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
９
６
―
７
７
―
１
１
５
１

笠
間
を
元
気
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

〜
震
災
後
の
心
の
ケ
ア
〜

こ
こ
ろ
の
健
康
コ
ラ
ム
⑴

「
笠
間
を
元
気
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
」
事
務
局

（
筑
波
大
学
精
神
神
経
科
グ
ル
ー
プ

太
刀
川
研
究
室
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
２
９
―
８
５
３
―
３
３
４
３

E-m
ail

：kasam
a-genki@

　
　
　　

tsukuba-psychiathy.com

10月１日
オープン

茨
城
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

新病院イメージ図（鳥瞰図）

新病院イメージ図（病棟外観図）



国際交流サロン

問合せ：一般社団法人 笠間市国際交流協会　℡090-2761-8711（木村 美枝子）
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第
６
回
笠
間
市
小
学
校
相
撲
大
会

〔
８
月
２
日　

笠
間
小
学
校
相
撲
場
〕

団
体
戦

　

優　

勝　

友
部
小
学
校

　

準
優
勝　

笠
間
小
学
校
Ａ

　

第
３
位　

南
小
学
校
Ａ

　
　
　
　
　

箱
田
小
学
校
Ａ

個
人
戦
〔
敬
称
略
〕

【
１
年
生
】

　

優　

勝　

保ほ

坂さ
か　

彩あ
や

斗と

（
稲
田
小
）

　

準
優
勝　

高た
か

野の

翔か

主ず

希き

（
大
原
小
）

　

第
３
位　

磯い
そ　

　

寛ひ
ろ

陽あ
き

（
稲
田
小
）

　
　
　
　
　

柴し
ば

沼ぬ
ま　

航こ
う

生せ
い

（
東　

小
）

【
２
年
生
】

　

優　

勝　

田た

山や
ま　

旺お
う

亮す
け

（
友
部
小
）

　

準
優
勝　

長な
が

井い　

光こ
う

希き

（
宍
戸
小
）

　

第
３
位　

福ふ
く

田だ　

優ゆ
う

成せ
い

（
宍
戸
小
）

　
　
　
　
　

塩し
お

幡は
た　

昌よ
し

史ひ
と

（
笠
間
小
）

【
３
年
生
】

　

優　

勝　

江え

連づ
れ　

春は
る

樹き

（
友
部
小
）

　

準
優
勝　

長は

谷せ

川が
わ

達た
つ

紀き

（
稲
田
小
）

　

第
３
位　

大お
お

内う
ち　

惇
じ
ゅ
ん

平ぺ
い

（
稲
田
小
）

　
　
　
　
　

高た
か

橋は
し　

孝こ
う

輔す
け

（
友
部
二
小
）

【
４
年
生
】

　

優　

勝　

大お
お

平ひ
ら　

健け
ん

太た

（
南　

小
）

　

準
優
勝　

杉す
ぎ

本も
と　

亮
り
ょ
う

太た

（
南　

小
）

　

第
３
位　

蒲か
ん

原ば
ら　

大だ
い

稀き

（
稲
田
小
）

　
　
　
　
　

海え

老び

澤さ
わ

友ゆ
う

吾ご

（
宍
戸
小
）

【
５
年
生
】

　

優　

勝　

奥お
く

川が
わ　

朋と
も

紀き

（
南　

小
）

　

準
優
勝　

古こ

谷た
に　

宙ひ
ろ

也や

（
笠
間
小
）

　

第
３
位　

杉す
ぎ

山や
ま　

勘か
ん

太た

（
稲
田
小
）

　
　
　
　
　

田た

村む
ら　

　

陸り
く

（
岩
間
三
小
）

【
６
年
生
】

　

優　

勝　

川か
わ

井い　

大ひ
ろ

久ひ
さ

（
友
部
小
）

　

準
優
勝　

米よ
ね

川か
わ　

　

宏ひ
ろ
し（

岩
間
一
小
）

　

第
３
位　

佐さ

さ々

木き　

航わ
た
る（
友
部
二
小
）

　
　
　
　
　

平ひ
ら

野の　

龍
り
ゅ
う

翔と

（
南　

小
）

【
女
子
１
・
２
年
生
】

　

優　

勝　

大お
お

内う
ち　

姫ひ
よ
り和
（
友
部
小
）

　

準
優
勝　

柏か
し
わ
ば
ら原　

未み

来く

（
南　

小
）

　

第
３
位　

石い
し

塚つ
か　

名な

織お

（
南　

小
）

　
　
　
　
　

磯い
そ

山や
ま

つ
づ
り
（
南　

小
）

【
女
子
３
・
４
年
生
】

　

優　

勝　

谷た
に

口ぐ
ち　

里り

奈な

（
稲
田
小
）

　

準
優
勝　

青あ
お

木き　

愛ま
な

佳か

（
佐
城
小
）

　

第
３
位　

豊と
よ

口ぐ
ち　

梨り

奈な

（
箱
田
小
）

　
　
　
　
　

川か
わ

松ま
つ　

来く
る

未み

（
稲
田
小
）

【
女
子
５
・
６
年
生
】

　

優　

勝　

小こ

西に
し　

歩あ
ゆ

美み

（
佐
城
小
）

　

準
優
勝　

橋は
し

浦う
ら　

海か
の
ん音
（
南　

小
）

　

第
３
位　

山や
ま

岸ぎ
し　

花か
の
ん音
（
南　

小
）

　
　
　
　
　

川か
わ

松ま
つ　

星せ
い

奈な

（
東　

小
）

「世界のランキング　１・２・３」
世界３大美術館ランキング   

１位 アメリカ（ニューヨーク市　メトロポリタン美術館）
　 　1870年開館の私立美術館。収蔵品数300万点
２位 フランス（パリ市　ルーヴル美術館）
　 　最古の国立美術館。建造物の起源は12世紀末の要塞
３位 ロシア(サンクトペテルブルク　エルミタージュ美術館)
　 　起源は王家コレクションの国立美術館
日本の主な美術館
　　（国立西洋美術館　東京国立近代美術館）

　９月の「世界のランキング　１・２・３」は世界３大
美術館ランキングです。さあ、世界のことを知って交流
を始めましょう。

10月の国際交流情報
☆ボランティア研修会
　10月1日(土)午後２時～３時30分
　会場：笠間稲荷神社　小会議室
☆日本語教室（友部公民館　午前10時～）
　10月１日（土）、８日（土）、15日（土）　

ボランティア研修会のお知らせ
　笠間市国際交流協会では、ホームタウンガイ
ド、日本語教室、絵本読み聞かせ、外国人サポー
ト、震災復興アクションの５グループのボラン
ティアが現在活動しています。研修会では外国
人会員と「海外研修企画と受入れ」について話
し合います。

ドイツ絵はがき展パートⅡ　笠間工芸の丘
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日付 曜日 病院名 電話番号

毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

10 月 佐藤医院 0296-72-0032

※平日夜間19:00～22:00（祝日を除く）は笠間市立病院
で初期救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、
診療を受けてください。

10月の休日救急診療当番（9：00～17：00）

情報カレンダー ▶▶▶▶　　October　◀◀◀◀10
日付 行　　事

１ 土 新栗まつり（2日まで）
　市民センターいわま（農政課 内線 525）

２ 日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

３ 月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

４ 火
窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
特設無料人権相談所
　市民センターいわま法務10:00～15:00

５ 水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

６ 木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

７ 金

８ 土 笠間焼フェア（10日まで）
　笠間工芸の丘（笠間焼協同組合 ☎ 0296-73-0058）

９ 日

日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00
恋人の聖地FES.2011　
　笠間芸術の森公園（商工観光課 内線 510）
Ｂ級ご当地グルメサミットin笠間（10日まで）
　笠間芸術の森公園（商工観光課 内線 516）
普通救命講習会　9:00～12:00友部公民館消本
秋季都市緑化祭　笠間芸術の森公園10:00～15:00
　（管理課 内線 575）
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場
ビックバンドピクニック（10日まで）
　笠間芸術の森公園

10月 体育の日

11火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

12水
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
かさまの粋ー秋の陣ー
　パークスガーデンプレイス（農政課 内線 525）
夢いっぱいクラブ ともべ保 9:30～11:30

13木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

14金

※岩間子育て支援センターは、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま10:00～16:00）。祝日は休み。
※笠間子育て支援センターは、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10:00～16:00）。祝日は休み。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

ともべ保 ともべ保育所

はいこいの家はなさか

笠公笠間公民館

友公友部公民館

岩公岩間公民館

笠保笠間保健センター

友保友部保健センター

岩保岩間保健センター

市セ市民センターいわま

　
法務水戸地方法務局

消本笠間市消防本部

0296-77-6105

0296-77-5110

0296-72-2100

0296-77-7533

0299-45-2080

0296-72-7711

0296-77-9145

0299-45-7888

0299-37-6611
0296-77-1101

029-227-9919

0296-73-0119

電 話 番 号 一 覧

日付 行　　事

15土
笠間の菊まつり（11月23日まで）　
　笠間稲荷神社ほか（商工観光課 内線 510）
かさま狐の嫁入り　笠間稲荷神社周辺
（笠間稲荷門前通り商店街協同組合　☎ 0296-72-0164）

16日
日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00
ひょいパク選手権（笠間稲荷門前通り商店街協同
組合　☎ 0296-72-0164）
笠間いきいき市場　笠間市みどりの広場

17月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

18火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

19水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
夢いっぱいクラブ ともべ保 9:30～11:30

20木
窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30
子育てサロン9:00～11:30みなみ公民館
　（更生保護女性会 甲斐邦子 ☎ 0296-72-1477）

21金

22土
ふるさとまつりinかさま（23日まで）
　笠間市みどりの広場
　（笠間市商工会 ☎ 0296-77-0532）

23日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

24月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

25火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

26水
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
特設行政相談　笠間ショッピングセンターポレポレ
　13:00～15:00(秘書課 内線 227)

27木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

28金

29土

30日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

31月 市県民税（3期）・国民健康保険税（5期）納期限
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日



市
長
コ
ラ
ム

市
長
コ
ラ
ム

Life Long Learning33 （内線 383・385）
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　今年で11回目を迎えた「全国こども陶芸展」は、
震災の影響で出品数の減少が心配されましたが、全
国から昨年とほぼ同数の1,248点の作品応募があり
ました。
　今回は、日本の伝統文化を感じさせる本格的な器
の作品や、動物などの造形作品、最近の出来事を
テーマにしたものや風土や文化を表現したものな
ど、幅の広い作品が見られました。
　また、作品の中に「震災に目を向けたテーマ」を
子どもならではの目線と感受性で捉え、「復興に向
けての力強さ」や「心をひとつにして頑張ろう」と
いう思いを表現
したもの等が
印象的でした。
しっかりと今を
見つめた素晴ら
しい作品ばかり
で、審査員の皆
さんを驚かせて
いました。

夏
の
愛
宕
山
を
歩
く

　

８
月
の
上
旬
に
何
年
か
ぶ
り
に
愛

宕
山
を
２
時
間
ほ
ど
歩
い
て
み
ま
し

た
。
当
日
は
雨
が
降
っ
て
お
り
、
他

に
ハ
イ
キ
ン
グ
の
方
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

岩
間
町
時
代
に
ふ
る
さ
と
の
山
整

備
事
業
に
よ
り
桜
の
広
場
や
ス
カ
イ

ロ
ッ
ジ
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
整
備

が
な
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
、
整
備

当
時
の
写
真
が
あ
る
看
板
な
ど
を
見

て
歩
き
ま
し
た
。
整
備
当
時
か
ら
、

約
15
年
以
上
経
過
し
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
施
設
は
老
朽
化
が
す
す

み
、
遊
歩
道
等
の
木
々
も
枝
が
長
々

と
伸
び
、
光
が
さ
え
ぎ
ら
れ
暗
く
、

景
観
を
そ
こ
ね
て
い
る
状
況
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
見
え
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
地
元
の
愛
宕
山
を
愛
す

る
方
々
の
協
力
に
よ
り
、維
持
・
管
理

が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
震
災
や
老
朽

化
に
よ
り
ハ
ー
ド
面
で
の
再
整
備
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

本
市
に
と
っ
て
愛
宕
山
は
、
観
光

の
名
所
で
あ
り
、
あ
た
ご
山
桜
ま
つ

り
、
悪
態
祭
り
を
は
じ
め
、
広
く
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
名
山
と
し

て
、
平
成
16
年
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
の
利

用
向
上
な
ど
を
図
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
さ
ら
に
魅
力
度
を
高
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

笠
間
市
に
は
他
に
佐
白
山
、
北
山

公
園
な
ど
が
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

や
自
然
を
生
か
し
、
多
く
の
方
々
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
１
度
は
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
工
事
の
た
め
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
る
区
間
も
あ
り
ま
す
が
、
体
を

動
か
し
、
自
然
の
空
気
を
満
喫
す
る

の
も
気
持
ち
が
良
い
も
の
で
す
。

　

今
回
、
私
が
歩
い
た
愛
宕
山
の

コ
ー
ス
は
、
天
狗
が
修
行
し
た
地
と

言
わ
れ
る
石
尊
（
せ
き
そ
ん
）
や
、

笠
間
市
内
で
唯
一
富
士
山
が
見
え
る

と
い
う
（
現
在
は
樹
木
が
茂
っ
て
い

る
た
め
望
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
）
南

山
展
望
台
を
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、

岩
間
駅
〜
愛
宕
山
〜
吾
国
山
ま
で
の

ハ
ー
ド
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
挑
戦
を
！

Ａ部門文部科学大臣賞「すずしいビル」 ソフトボールの部 ドッジボールの部

「第11回全国こども陶芸展inかさま」
　子ども会員の体力強化を図り、協調性と忍耐力を
養うことを目的に子ども会球技大会を実施していま
す。各支部大会を勝ち抜いた子ども会が、日頃の練
習の成果を発揮し、熱戦が繰り広げられました。
☆ソフトボールの部　(7月24日北川根ふれあい広場)
Aブロック
　優　勝　大原連合子ども会(大原小支部）　　
　準優勝　大空子ども会(北川根小支部）　　　　　
Bブロック
　優　勝　柿橋子ども会(友部小支部）　　　　　
　準優勝　五葉子ども会(宍戸小支部）
☆ドッジボールの部　(8月７日笠間小体育館)　　
　優　勝　桂町子ども会(笠間小支部)　　　　
　準優勝　つばさ子ども会(笠間小支部)
　第３位　栄子ども会(笠間小支部)
　第３位　石中子ども会(笠間小支部)

第５回笠間市子ども会育成連合会球技大会開催



笠間のがんばる企業紹介35 　市内で活躍する企業を支援するために結成された「笠間市がん
ばる企業応援連絡会」。このコーナーでは、連絡会に加入してい
る企業の皆さんを紹介します。

健康ホットライン 健康増進課（保健センター）
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窓
ガ
ラ
ス
に
洗
剤
を
吹
き
付
け

る
、
植
物
に
霧
を
か
け
る
。
そ
ん
な

時
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
ト
リ
ガ
ー

式
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
す
。
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
に
比

べ
、
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
た

め
、
日
常
生
活
の
多
く
の
場
面
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
品
川
区
に
本
社
を
構
え
る

キ
ャ
ニ
ヨ
ン
株
式
会
社
は
、
ト
リ

ガ
ー
式
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
分
野
に
お

い
て
、
多
く
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
企
業

で
す
。
笠
間
市
飯
田
地
内
に
あ
る
茨

城
工
場
の
西
川 

茂
明
工
場
長
補
佐
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
貴
社
の
製
品
の
特
徴
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

シ
ン
プ
ル
で
あ
り
な
が
ら
、
機
能

性
や
デ
ザ
イ
ン
性
が
優
れ
て
い
る
点

だ
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
ス
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
中
に
は
、
製
造
開
始
か
ら
25

年
以
上
が
経
っ
た
現
在
で
も
、
形
を

変
え
ず
に
作
り
続
け
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
大
量
生
産
・
大
量
消
費

の
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
れ
は
珍
し
い

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
工
場
長
補
佐
は
34
歳
と
の
こ
と
で

す
が
、
若
い
方
が
多
い
で
す
ね
。

　

茨
城
工
場
で
働
く
社
員
の
平
均
年

齢
は
、
20
代
後
半
で
す
。
年
齢
に
関

係
な
く
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
の

は
、
当
社
の
企
業
風
土
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
か
げ
で
新
し
い

提
案
や
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
寄
せ

ら
れ
、
業
務
の
改
善
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

―
茨
城
工
場
と
し
て
の
目
標
は
。

　

当
社
の
経
営
理
念
の
中
に
、
『
得

意
先
を
成
功
さ
せ
よ
う
』
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
お
客
様
は
も
ち
ろ

ん
、
取
引
業
者
さ
ん
や
地
域
の
方
な

ど
、
工
場
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
を

幸
せ
に
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
図
々
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

『
憧
れ
』
や
『
誇
り
』
と
な
る
よ
う

な
工
場
が
目
標
で
す
。

「
キ
ャ
ニ
ヨ
ン
株
式
会
社
　
茨
城
工
場
」

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.canyon-corp.

com所
在
地
：
笠
間
市
飯
田
４
１
８

従
業
員
数
：
42
人（
全
社
１
５
０
人
）

※
文
責
▽
笠
間
市
役
所
企
業
誘
致
推

進
室
（
内
線
２
１
４
）

キ
ャ
ニ
ヨ
ン
株
式
会
社

キャニヨン株式会社の製品

　

胃
が
ん
は
、
男
女
合
わ
せ
て
日
本

人
が
最
も
多
く
か
か
っ
て
い
る
が
ん

で
す
。
し
か
し
、
診
断
や
治
療
の
進

歩
に
よ
り
、
早
期
発
見
を
す
れ
ば
ほ

ぼ
完
治
が
見
込
め
る
「
治
り
や
す
い

が
ん
」
で
も
あ
り
ま
す
。
胃
が
ん
の

発
生
に
大
き
な
関
係
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
が
、
塩
分
の
と
り
過

ぎ
と
タ
バ
コ
で
す
。

　

胃
痛
、
胸
焼
け
、
吐
き
気
な
ど
の

症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
胃

炎
や
胃
潰
瘍
で
も
同
じ
よ
う
な
症
状

が
出
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
症
状
だ
け

で
胃
が
ん
の
判
断
を
す
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
。

　

が
ん
が
進
行
す
る
と
、
吐
血
や
下

血
（
黒
い
便
）
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

貧
血
に
よ
る
動
悸
・
息
切
れ
・
め
ま

い
、
あ
る
い
は
腰
痛
や
体
重
減
少
を

き
っ
か
け
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

バ
リ
ウ
ム
と
発
泡
剤
を
飲
み
、
胃

の
形
や
粘
膜
を
観
察
し
ま
す
。
胃

が
ん
検
診
で
実
施
さ
れ
て
い
る
検

査
で
す
。

・
胃
内
視
鏡
検
査
（
胃
カ
メ
ラ
）

内
視
鏡
を
口
ま
た
は
鼻
か
ら
入

れ
、
胃
の
中
を
直
接
観
察
し
ま

す
。
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
異
常

の
あ
っ
た
場
所
を
さ
ら
に
く
わ
し

く
調
べ
て
い
き
ま
す
。
必
要
な
場

合
は
、
胃
の
粘
膜
を
一
部
切
り

取
っ
て
、
組
織
を
調
べ
ま
す
。

・
塩
分
を
控
え
る

・
野
菜
や
果
物
を
と
る

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
す
る

・
熱
す
ぎ
る
も
の
、
辛
す
ぎ
る
も
の

は
と
ら
な
い

・
肉
や
魚
の
焼
け
こ
げ
を
食
べ
な
い

・
食
べ
す
ぎ
、
早
食
い
に
注
意
す
る

・
ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ど
ほ
ど
に
す
る

・
タ
バ
コ
を
や
め
る

　

大
切
な
の
は
、
胃
の
粘
膜
を
傷
つ

け
な
い
こ
と
で
す
！

が
ん
の
基
礎
知
識
シ
リ
ー
ズ
③

　<

胃
が
ん>

〈
ど
ん
な
病
気
？
〉　

〈
症
状
は
？
〉

〈
検
査
方
法
は
？
〉

〈
胃
が
ん
を
予
防
す
る

生
活
習
慣
と
は
？
〉



こうみんかん こうみんかん
活動中です

笠間公民館　 ☎02
96-72-2100

友部公民館　 ☎02
96-77-7533

岩間公民館　 ☎02
99-45-2080
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友部公民館公開講座開催のお知らせ
大人の社会見学

～行って・見て・聞いて～

笠間公民館講座を紹介します

友部公民館
『なごみ料理教室』の
参加者を募集

講 座 名：「放射線被曝・身体への影響」
講　　師：石

いし

塚
つか

　恒
つね

夫
お

さん(笠間市立病院院長)
日　　時：9月28日（水）午後1時30分～
場　　所：友部公民館　２階　大会議室
対　　象：市内在住、在勤の方
参 加 費：無料
定　　員：先着100名
　　　　　＊事前申込みは行いません。
問　友部公民館　℡　0296-77-7533　

食欲の秋！！　秋の味覚を楽しみませんか？
日　　時：10月12日（水）午前9時30分～
場　　所：友部公民館　2階　調理室
対　　象：市内在住、在勤の方
定　　員：15名（定員を超えた場合は抽選）
内　　容：笠間の旬の食材を使った郷土料理
参 加 費：1,000円（受講料、材料代）
講　　師：笠間市食生活改善推進協議会
申込期限：9月30日（金）必着
申込方法：友部公民館窓口で直接申し込むか、

はがきに①講座名「なごみ料理教
室」②郵便番号・住所③氏名（ふり
がな）④電話番号を記入の上、お申
し込みください。（電話・ＦＡＸ不
可）

受付時間：午前9時～午後5時15分
　　　　　（月曜日休館）
申・問　〒309-1737　　笠間市中央3-3-6
　　　　友部公民館　　℡0296-77-7533

＜サマースクール　自然観察講座＞

＜歴史散歩講座のみなさん＞

小学1年生から6年生までの児童が小動物の探索中
（北山公園内）

ヒメハルゼミ発生地の歴史散歩をしてきました。　
国指定天然記念物　（片庭地内）



笠間図書館　☎ 0296-72-5046
友部図書館　☎ 0296-78-1200
岩間図書館　☎ 0299-45-2082

問合せ

書籍・CD・
DVD か んし よと

笠間図書館

友部図書館

岩間図書館

各館の
行事予定（10月）

◆おはなし会（0歳～４歳向け　午前11時～）
　10月 6日（木）『くりくり』ほか
　10月20日（木）『ぴあのうさぎ』ほか
◆おはなし会(4歳～小学生向け　午後2時～)
　10月 2日（日）『ぐりとぐらのえんそく』ほか
　10月 9日（日）『たのしい村』ほか
　10月16日（日）『はなさかじい』ほか
◆名作映画会（午後２時～）
　10月23日（日）『恋の秋』（112分）
◆ギャラリー
９月21日（水）～10月 2日（日）
「押し花アート展示」図書館押し花アートひまわり会
10月 4日（火）～10月23日（日）
　「子ども読書フェスティバル作品展示」
　　子ども読書フェスティバル実行委員会
10月25日（火）～11月 6日（日）
「木版画展示」ともべ版画クラブ

◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前１１時～１１時２０分）
　10月 7日（金）『まんまる　まんまる　まんまるな』ほか
　10月21日（金）『なにをたべてきたの？』ほか
◆おはなし会（午後２時～２時３０分）
　10月 2日（日）『かえってきたきつね』ほか
　10月 9日（日）『きつねとタンバリン』ほか
　10月16日（日）『でんしゃでいこうでんしゃでかえろう』
ほか
　10月23日（日）『かぼちゃスープ』ほか
◆ビデオ上映会（午後２時～）

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時３０分～正午）
　　10月 7日（金）『サンドイッチ　サンドイッチ』ほか
　＊場所：岩間子育て支援センターくりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
　10月 2日（日）『ママ ママ おなかがいたいよ』ほか
◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
　10月 8日（土）『いっすんぼうし』ほか
◇おはなし会（午前11時～11時30分）
　10月22日（土）来てのおたのしみ！

　秋の読書週間にあわせ、笠間・友部・岩間図書館
３館で、子ども読書フェスティバルを開催します。
　ボランティアグループと図書館職員による読み聞
かせや、応募作品の展示など、さまざまな企画があ
ります。ぜひ、お気軽にご参加ください。
＜各館の開催日程＞
笠間図書館
　11月20日（日）午後２時～午後３時30分
友部図書館
　10月15日（土）午前10時～午後０時30分
岩間図書館
　10月30日（日）午後２時～午後３時30分
　　　　　　　　　　　（終了時間は目安です）

　今年の文学散歩は、平安時代初期に創設されたと
伝えられる日本最古の総合大学「足利学校」と足利
氏の氏寺であり足利氏宅址として国の重要文化財に
指定されている「鑁阿寺（ばんなじ）」を訪ねま
す。ぜひ、ご参加ください。
日　　時　11月25日（金）午前８時30分
　　　　　友部図書館前集合
行　　先　栃木県足利市足利学校・鑁阿寺
参 加 費　2,000円程度（入館料・昼食代）
定　　員　20人程度（定員を越えた場合は抽選）
申込期限　10月20日（木）
申 込 先　友部図書館窓口またはお電話でお申し込

みください。

◆子ども読書フェスティバルを開催します
　笠間図書館ではスペシャルお話し会を開催しまし
た。今年は海をテーマとし、竜宮城を舞台にした
ペープサート（紙人形劇）や魚（とと）合わせクイズな
どを行いました。小学生未
満のこどもたちから中学生
まで、たくさんの方が参加
しました。

◆【笠間図書館】
　7月22日にスペシャルおはなし会を開催しました

◆【友部図書館】
　7月27日にミステリーツアーを開催しました

◆【岩間図書館】
　宿題おたすけ講座を開催しました

◆友部図書館「文学散歩」参加者募集

魚合わせクイズの様子

　図書館を探検する、ミステリーツアーを開催しま
した。普段は見ることのできない図書館のバック
ヤードや、ICタグでの資料管理のしくみなどを見学
しました。クイズでは、参
加してくれた子どもたち全
員が全問正解し、図書館の
謎を解き明かしました。

ミステリーツアーの様子

　4年生以上の小学生を対象に、自由研究のすすめ方
と読書感想文の書き方の入門講座を開催しました。
　参加した皆さんからは、
「今後、自由研究に役立てた
い」「読書感想文はいやだな
と思っていたけど、ちょっ
と好きになった」といった
感想が寄せられました。

自由研究入門の様子

23 平成23年　広報かさま９月号



（結婚相談所）

・入会金30,000円をキャンペーン金額
　特別10,000円で先着5名様
一歩踏み出す勇気が大切です。ただ待っている
だけでは何も始まりません

笠間市鯉淵6246-57　TEL77-8031

本音の相談が良縁の近道

女性会員さん割引キャンペーン
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ひたちなか市産業交流フェア
（ひたちなか市）

【開花時期中、園内には売店も開
かれます】
・開花期間中、園内では午前10
時から午後3時頃まで、野菜や乳
製品などの地場産品の販売を予定
しています。
問小美玉市商工観光課
℡0299-48-1111
（内線1161）

　勝田地区・那珂湊地区産業祭、
農業水産祭のほか、姉妹都市の那
須塩原市や石巻市の物産展、お楽
しみ大抽選会、遊びの広場、ステ
ージで繰り広げられる様々なショ
ーなどのイベントがあります。
日時

▲

11月5日（土）・6日（日）

午前10時～午後3時30分
　雨天決行
場所

▲

ひたちなか市総合運動公園
（ひたちなか市新光町）
※会場周辺に駐車料金無料の指定
駐車場を設定します。
問ひたちなか市役所経済部商工振
興課（ひたちなか市産業交流フェ
ア推進協議会事務局）
℡029-273-0111（内線1342）

時間 セミナー番号 講師 セミナーテーマ

午後1時～
1時50分

1－Ａ 遠
えん

藤
どう

　敬
よし

夫
お

さん 「地震保険の仕組み」大災害から生活を立て直す資金

1－Ｂ 鈴
すず

村
むら

　隆
たか

志
し

さん 「介護が必要になったら」介護保険・施設・費用

1－Ｃ 郡
ぐん

司
じ

　敦
あつ

子
こ

さん 「国の年金、自分の年金」将来を安心して暮らしたい人のため

午後2時～
2時50分

2－Ａ 遠
えん

藤
どう

　敬
よし

夫
お

さん 「地震保険の仕組み」大災害から生活を立て直す資金

2－Ｂ 池
いけ

田
だ

小
さ

夜
よ

子
こ

さん 必要保証額から知る保険の見直し　保険金をかけすぎていませんか？

2－Ｃ 黒
くろ

田
だ

　守
もり

観
み

さん 「会社リタイヤ後のライフプラン」　農業による自産自消の提案

午後3時～
3時50分

3－Ａ 遠
えん

藤
どう

　敬
よし

夫
お

さん 「地震保険の仕組み」大災害から生活を立て直す資金

3－Ｂ 横
よこ

田
た

　晃
こう

一
いち

さん 元気なうちに準備するエンディングプラン　葬儀・戒名・お墓の知識

3－Ｃ 野
の

澤
ざわ

　　通
とおる

さん 安心と安全の住宅取得術　その土地は大丈夫ですか？贈与特例は後3か月

ＦＰフォーラム2011in ひたちなか～くらしの安心安全セミナー＆個別相談会を開催
日　時：10 月 1 日（土）午後 1時～ 4時　　　 会　場：ひたちなか商工会議所　3階
内　容：各セミナー先着 30 名　　　　　　 　　参加料：無料

・ＦＰ（ファイナンシャルプランナー）による個別相談会（1組50分間）※予約制
　1回：午後1時～1時50分（2組）、2回：午後2時～2時50分（2組）、3回：午後3時～3時50分（2組）
申・問日本ＦＰ協会茨城支部　℡ 029-302-5320（受付は、月～金、午前10時～午後5時）
※セミナーはホームページから24時間申込みができます。ホームページ https://www.jafp.or.jp/shibu/ibaraki/

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告　実施日　7月27日
【施設の維持管理（一般廃棄物・産業廃棄物）】
環境保全事業団より、監視項目表に基づき維持管理状況の報告を受けた。
①一般廃棄物、産業廃棄物とも施設の維持管理計画に従い適正に実施され
ている。
【現地監視】
　溶融処理施設内　・中央制御室での管理状況について監視した。
　最終処分場　　　・最終処分場での処理状況について監視した。
【次回の監視活動】　廃棄物の受入について実施。
［エコフロンティアかさまのばいじん、スラグの放射性セシウム濃度について］

国が一時保管を求める基準値は8,000ベクレル／kgで、大きく下回っている。

行政書士「無料」相談会
日時：10月４日（火）
　　　午前９時～午後５時
場所：友部公民館　１階相談室
内容：遺言、相続、各種許認可等の行
政手続き相談など、暮らしと役所の諸
手続きに関する相談にお答えします。
相談員：水戸支部所属行政書士
問　茨城県行政書士会
　　℡029-305-3731
※また、同会では震災被災者
支援の無料電話相談（平日午
前10時～午後4時／ただし昼
休み除く）も行っています。

ばいじん　4,500 ベクレル／ kg スラグ　42ベクレル／ kg



ランチにぎり・ランチちらし・
ランチばらちらし・ランチ北海ちらし 各1,260円（税込）

～笠間焼の器でたのしむ～千成のランチタイム
11:00～13:30　土日・祝日も！

シフォンケーキ・ミニサラダ・あら汁付き

笠間市大田町１０８８－３
JR友部駅北口左折９００m

ご予約・お問合せは…☎０２９６‐７７‐２８００ 月曜休
寿司割烹 千成　
＊法事膳・各種ご宴会承り中。「食べログ」もみてね！→
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Information 情報コーナー
案 内

申は申込み先、問は問合せ先です。

　希望ヶ丘公園では約500万本
ともいわれるコスモスが栽培さ
れ、濃紅色、桃色、白色の花を咲
かせ、見る人の目を楽しませてく
れます。
【開花時期】
例年9月下旬から10月下旬で、
10月上・中旬に見ごろを迎えます。
※園内での摘み取りが可能です。

希望ヶ丘公園のコスモス
（小美玉市）

となりのまちから

ライターの販売規制が始まり
ます
　子どものライター遊びによる
事故や火災を防ぐため、9／27
からPSCマークが表示されてい
ない使い捨てライター等は原則と
して販売が禁止されます。なお、
PSCマークがついたライターで
あっても、子どもには触らせず、
子どもの手の届かない所に保管し
ましょう。
　ガス抜きをしたプラスチック製
の使い捨てライターは、可燃ごみ
として捨ててください。他の金属
性ライターは、不燃ごみ扱いとな
りますので、ご注意ください。
　捨てる場合には、必ずガス抜き
をしてから捨ててください。
問消費生活センター（内線132）

秋季都市緑化祭を開催
　10月は「秋季都市緑化月間」
です。笠間芸術の森公園では、都
市緑化の必要性・大切さを楽しみ
ながら感じていただけるよう、「秋
季都市緑化祭」を開催します。皆
さんのご来園をお待ちしています。
日時

▲

10月9日（日）（雨天中止）
午前10時～午後3時
場所

▲

笠間芸術の森公園内三館広
場（茨城県陶芸美術館前広場）
内容

▲

インテリアグリーン（ミニ
観葉植物）作成教室、球根のつか
み取り、緑化相談。
無料配布コーナー（風船・水ヨー
ヨー・木っ端材木）、竹垣教室　

PSCマーク

＊内容は予告なく変わることがあ
ります。
問管理課（内線575）

障がい者就職面接会を開催
　厚生労働省茨城労働局、公共職
業安定所（ハローワーク）および
茨城県では、障がい者就職面接会
を開催します。参加を希望する方
は、ハローワーク笠間までお問い
合わせください。
日時

▲

10月14日（金）
受付

▲

午後0時30分
面接会

▲

午後1時～3時30分
会場

▲

ホテルレイクビュー水戸
（水戸市宮町1-6-1）
問ハローワーク笠間
℡0296-72-0252

第10回「全国高等学校アーム
レスリング選手権大会を開催」
　全国から集まる高校生の真剣勝
負をご観戦ください。
日時

▲

10月23日（日）
開 会 式　午前10時
競技開始　午前10時30分
会場

▲

笠間高等学校体育館
入場

▲

無料
問全国高等学校アームレスリング
選手権大会事務局
スポーツ振興課（内線391・392）

栗の改植にかかる造成費用の
一部を助成します
　市では、品種更新計画に基づき、
推奨品種を指定し、栗の産地化に
取り組んでいます。推奨品種の更
なる生産拡大、品種別出荷の推進
を図るため、栗の改植にかかる費
用の一部を助成します。
対象者

▲

笠間市に住所を有する生
産者、所在する生産者組織（３戸
以上の生産者で組織する任意組織
を含む）
要件

▲

10ａ以上の農地の抜根・

造成などを行い、事業実施後に指
定品種の栗に改植を行うこと
【指定品種】丹

たん

沢
ざわ

、筑
つく

波
ば

、銀
ぎん

寄
よせ

、
利
り
平
へい、石

いし

鎚
づち、岸

がん

根
ね 、ぽろたん

補助率

▲

10ａ当たり70,000円
申請期限

▲
12月28日（水）

申・問農政課（内線526）

果樹産地強化支援事業（栗苗
植栽事業）に助成します
　笠間市における栗栽培品種は多
種にわたり、品質にバラツキがあ
ります。計画的な品種更新を推進
し、栗の品質向上による生産振興
を図るため、栗の苗木購入費を助
成します。
対象者

▲

笠間市に住所を有する生
産者、所在する生産者組織（３戸
以上の生産者で組織する任意組織
を含む）
要件

▲

指定品種20本以上の植栽
を行うこと
【指定品種】丹

たん

沢
ざわ

、筑
つく

波
ば

、銀
ぎん

寄
よせ

、
利
り

平
へい

、石
いし

鎚
づち

、岸
がん

根
ね

、ぽろたん
補助率

▲

栗の苗木1本当たり150円
申請期限

▲

平成24年2月29日（水）
申・問農政課（内線526）



防犯キャンペーンの様子①
（カスミ友部店）

防犯キャンペーンの様子②
（カスミ岩間店）

防犯パトロール
（ポレポレ周辺）

宍戸小学校における見守り

代表者　山口　滋雄（下郷）
設　立　平成18年6月
会　員　478人

やまぐち しげ　お

笠間市防犯
連絡員協議会

市民力
笠
ふるさと

間に生きる人たちシリーズ63

かさま

平成23年度防犯連絡員総会（役員のみなさん）

防犯は 鍵かけ
声かけ 心がけ

山口滋雄さん（代表者
）よ

り

　笠間市防犯連絡員協議会
は、区長の推薦をもとに笠間
地区防犯協会長・笠間警察署
長の連名により委嘱された防
犯連絡員で組織されていま
す。笠間・友部・岩間の各支
部に小学校単位で分会を置
き、55の班で構成されてい
ます。活動は班ごとに徒歩や
交通安全指導車を使用し地域
のパトロールなど行っていま
す。
　また、防犯連絡員は自宅を
防犯連絡所として、地域住民
と警察を結ぶ情報交換の窓口、
かつ、地域の自主防犯活動の
拠点として、安全で安心して
暮らせるまちづくりのため活
動しています。防犯パトロー
ルを行う際は、オリジナルの
キャップ・緑色のベストを着
用し、青色誘導棒を携帯して
います。

　平成22年度に笠間市防
犯連絡員協議会の組織を小
学校区単位の分会に再編
し、班編成と併せて見直し
を行い、組織体制を強化し
ました。地域ごとの班編成
をすることにより、パト
ロールなどの活動が安全で
効率的にできるようにな
り、地域の防犯活動の活性
化につながっています。今
後は、警察署・市・行政区
など関係機関との連携をよ
り一層強め、積極的な防犯
活動を行うことで安全で安
心なまちづくりに貢献して
いきたいと考えています。

このコーナーでは、市民の皆さんが
自らの活動で地域貢献している団体
などを紹介します。掲載を希望する
団体は市民活動課へご連絡下さい。

26平成23年　広報かさま９月号



【個人情報の取り扱いについて】
　応募の際に提出していただいた個人情報につきましては、個人情報保護に関する法令に従い、安全かつ適切に取り扱います。ホームページでの
発表、作品の展示、冊子掲載の際には、氏名、またはハンドルネームのみを使用させていただきます。
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　本市では現在、まちづくりの基本となる「笠間市総合計画後期基本計

画」の策定作業を進めています。「市民と創る親しみやすい計画書」と

するため、市民の皆さんから写真や絵画を募集し、計画書へ掲載します。

○新時代を感じさせる幹線道路や都市施設／美しい街並みや田園風景

○笠間市の特色ある観光資源や地場産業／人が集う活気やにぎわいの場がイメージできるもの

○地域で支えあう暮らし／心身ともに健やかな暮らしがイメージできるもの

○安全でやさしさのある暮らしがイメージできるもの

○後世に残したい歴史・文化や伝統芸能／子どもたちが健やかに学び育つ様子がイメージできるもの

○地域の絆や連帯感・元気な自治活動の様子がイメージできるもの

（内線213）



食生活改善推進員が紹介する かさま食彩毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

かさまぽけっとアドレス　http://www.city.kasama.lg.jp/kosodate/index.html　　問合せ：子ども福祉課（内線164）
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この印刷物は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

○ 広報かさまに掲載されている
あなたの写真を差し上げます。
　お問合せは秘書課（内線225）まで。
○表紙の題字「笠間」は書家：
関紫芳さんよりご協力いただ
いたものです。

再生紙を使用してい
ます。

○市ホームページモバイル
版では、行政･災害などの
さまざまな情報をお届け
しています。

　アドレス
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile/

主菜：今月のレシピ

人口と世帯数　（常住人口 8.1 現在）
●人　口 78,953人　（－12人）
●世帯数 28,061世帯（＋6世帯）
※H22国勢調査の速報値に基づく推計値のため、
数値は後日変更になる場合があります。
●７月の出生者数　47人

鮭のネギソース

食改さんのおすすめ献立 食事のバランスは、「主食」・「主菜」・
「副菜」を揃えるところから……

材料（４人分）

ブロッコリー（小房に分けゆでる） ………………………… 適量
ミニトマト …………………………………………………… 適量

作り方　
❶鮭はひと口大に切り、塩・こしょうをふり、小麦粉を薄く
まぶす。

❷フライパンを中火で熱し、油を入れ、鮭の両面を焼き色が
つくまで焼く。

❸Aを混ぜ、ネギソースを作る。
❹器に❷の鮭を盛り、ネギソースをかけ、ブロッコリーとミ
ニトマトを添える。

　鮭（ひと口大に切る）…４切れ
　塩………………… 小さじ１
　こしょう ……………… 少々
　小麦粉…………………適量
油……………… 大さじ１・1/2

栄養成分（１人分）
エネルギー171kcal，たんぱく質14.3g ，脂質9.0g，塩分2.0g

30

子育て支援センター10月の行事のご案内
『子育て支援センター』では、育児に役立つ講座や季節感のある楽し
い催しを企画していますので、気軽にお越しください。
（参加費無料）

日　時 会　　　　場 行　事　内　容
10/7（金）
11:30～ 12:00

「くりのこ」
市民センターいわま１階

絵本・紙芝居読み聞かせ・
うた遊び・手遊び など

10/12（水）
10:00～ 11:30

「そだちの和」
みか保育園敷地内別棟

秋の木の実でマラカスづくり
（要予約・10組限定）

10/19（水）
10:30～ 11:30

「くりのこ」
市民センターいわま１階 親子で楽しく体を動かそう

10/20（木）
10:00～ 11:00

「そだちの和」
みか保育園敷地内別棟 保健相談

10/21（金）
14:00～ 15:00

「そだちの和」
みか保育園敷地内別棟 栄養相談

10/28（金）
10:30～ 11:30

「みつばち」
笠間ショッピングセンターポレポレ２階 新聞紙で遊ぼう

汁：小松菜と油揚げの味噌汁主食：ご飯

副菜：ひじきの煮物

A

ねぎ（みじん切り） 1/2本
酒…………………大さじ２
しょうゆ …………大さじ１
ごま油 ……… 大さじ1/2
砂糖………… 大さじ1/2
レモン汁 …………大さじ２

ベビーマッサージの様子（8/12くりのこ）


